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これまでに熱中症または低体温症の治療を受けた患者さんへ
【診療情報の臨床研究への使用のお願い】

順天堂大学医学部附属浦安病院および各共同研究機関では「熱中症と低体温症患者の医

学情報等に関する疫学調査に関する研究」という多機関共同研究を行っております。この

研究は、本邦における重症熱中症と低体温症の実態を調べることを主な目的とじていま
す｡そのため、過去に熱中症または低体温症の治療を受けた患者さんの試料、カルテ等の

診療情報を使用させていただきます。

1.この研究の対象となる患者さんは、熱中症または低体温症の方で、研究実施許可日から

西暦20SO年3月31日の間に各共同研究機関で入院加療を受けた方です。

・利用させていただく診療情報：診断名、年齢、性別、既往歴、身体所見、血液検査、

治療内容（人工呼吸器の有無も温度管理方法など)、転帰

・収集期間：研究実施許可日～西暦20SO年3月31日

・試料･情報の管理責任者：順天堂大学医学部附属浦安病院（研究代表者：石原唯史）

2.この研究は順天堂大学医学部医学系研究等倫理委員会の承認および研究機関の長の許

可を受け､以下の期間で行われます。また、情報の利用を開始する予定日および外部へ

の提供を開始する予定日は以下のとおりです。

・研究実施期間

各共同研究機関における研究実施許可日～西暦20sO年3月31日

・利用又は提供を開始する予定日

研究実施許可日

3過去の診療情報を使用する研究であり、新たな検査や費用が生じることはなく、また、

使用させていただいた患者さんへの謝礼等もありません。

4患者さんの情報は、個人を特定できる情報とは切り離した上で使用します。また、研究

成果を学会や学術雑誌で発表しますが、患者さん個人を特定できる個人情報は含みませ

ん。

5.この研究の結果､特許などの知的財産が生じる可能性もございますが､その権利は大学･

研究者に帰属し､あなたには帰属しません。

6.この研究は、日本救急医学会の主導によって実施しておりますので、外部の企業等から








